
地域の「食」の支援をつなぐ・つくる
　　　　　～学び・参加・社会起業～

会場　千葉大学サテライトキャンパス美浜（旧　高浜第二小学校）
 ◆ＪＲ総武線>>>稲毛駅西口から「高浜車庫」「花の美術館」
       「海浜プール」行きバスで約10分「稲毛高校」下車、徒歩6分
 ◆ＪＲ京葉線>>>稲毛海岸駅南口から「稲毛駅」行きバスで
          約10分、「稲毛高校」下車、徒歩3分
　　（駐車スペースがありませんので、公共交通機関をご利用ください）
　住所：千葉市美浜区高浜3-3-1　　電話：043-306-2080 

■内容問い合わせ：清水洋行研究室　メール：shimizu@L.chiba-u.ac.jp　　電話/FAX 043-290-2292　

　■日時　   2015 年  3 月 5 日（木）13:00 ～ 17:00

      ◇  地域包括ケアや生活支援サービスに関わるＮＰＯ、行政担当者ほか　 
　■参加費　無料

千葉大学サテライトキャンパス美浜　公開講座

　■対象
  　◇「食」の支援やボランティア、ＮＰＯ、社会起業に関心のある学生・市民

　地域の「食」の支援は、配食サービスや会食会などのかたちで、介護保険の施行前から市民参加
で行われてきました。しかし活動の現場では、担い手が高齢化するなどの課題を抱えるところも少な
くなく、「食」の支援をつなぐ新たな担い手や次世代リーダーの育成が求められています。

そこで今回は、全国各地の市民参加による食事サービス活動の中間支援組織であり、平成24年度
に千葉大学文学部の社会調実習で学生を受け入れていただいた、一般社団法人　全国老人給食
協力会と連携して、食事サービスの現状や最新の制度状況を学び、「食」の支援を通じた地域づくり
や新たな社会起業について一緒に考える機会としたいと思います。

Session1 

社会学からみる食事サービス活動の意義―コミュニティ・市民参加・社会起業

　講師　清水 洋行 千葉大学文学部社会学講座 准教授、一般社団法人 全国老人給食協力会　常務理事

Session3　意見交換と交流　

　地域の「食」の支援を考える
　千葉大学教育学部卒業生の斉藤友歌里さん（全国老人給食協力会事務局）を交えて

Session2
　食事サービス活動の現状と課題～「食」の支援の現場から～

　　講師　平野 覚治 一般社団法人 全国老人給食協力会 専務理事

進行　米村 千代　千葉大学文学部社会学講座 教授

　　　　            平成24年度社会調査実習担当教員

　一方、平成27年度の介護保険制度の改正によって、各市町村は、食事サービスなどの生活支援
サービスを市民参加によって新たに創り出すことが求められ、そのための費用も介護保険から移行し
ます。

■申込み：クリエイティブ・コミュニティ創成拠点・千葉大学のホームページ（http://www.coc.chiba-u.jp/）
　の「NEWS一覧」のページからお願いします。




